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業績予想と実績との差異及び剰余金の配当（復配）の決定に関するお知らせ 

 

平成27年１月28日に公表いたしました、平成27年3月期（平成26年4月1日～平成27年3月31日）の 

業績予想と実績との差異及び剰余金の配当（復配）の決定について、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．業績予想と実績との差異について 

平成 27 年 3月期通期連結業績予想数値と実績との差異（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

7,760

百万円

630

百万円

600

百万円 

520 

円 銭

57.99

今回実績（Ｂ） 8,341 845 832 707 78.91

増減額（Ｂ－Ａ） 581 215 232 187       

増減率（％） 7.5 34.1 38.7 36.0   

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3 月期） 6,753 512 493

 

406 45.29

 

平成 27 年 3月期通期個別業績予想数値と実績との差異（平成 26 年 4 月 1日～平成 27 年 3月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

6,880

百万円

560

百万円

480

円 銭 

53.53 

今回実績（Ｂ） 7,238 748 666 74.37 

増減額（Ｂ－Ａ） 358 188 186        

増減率（％） 5.2 33.6 38.8    

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3 月期） 5,877 422 378

 

42.20 

 



 

【差異の理由】 

（連結業績） 

 売上高は、国内における工事施工が順調に進行したことにより、完成工事高が増加したことか

ら、前回予想比 581 百万円増の 8,341 百万円の実績となりました。 

 利益につきましても、工事施工の完成工事高の増加に加え、工事の進行が順調に進んだことに

よるコスト削減が奏功したため、前回予想比 215 百万円増の 845 百万円、経常利益は前回予想比

232 百万円増の 832 百万円、当期純利益は前回予想比 187 百万円増の 707 百万円となりました。 

 

（個別業績） 

  上記連結業績と同様の理由によるものであります。 

 

２．剰余金の配当（期末配当）の決定について  

 決定額 

（平成 27 年 3 月期）

直近の配当予想 

（平成 27年 1 月 28 日公表） 

前期実績 

（平成26年3月31日）

基準日 平成 27 年 3月 31 日 同左 ― 

1 株当たり配当金 ５円 ０円 ０円

配当金総額 ４４百万円 ― ― 

効力発生日 平成 27 年 6月 25 日 ― ― 

配当原資 利益剰余金 ― ― 

【理由】 

当社は、株主の皆様に対し、収益に対応して、利益を還元することを経営の重要事項と認識して

おります。安定した配当を実施するためには、内部留保の拡充により経営基盤と財務体質を強化し、

収益を確保することが不可欠と考えております。 

当社は平成17年３月期以降、誠に遺憾ながら無配を継続しておりましたが、平成25年３月より

「2013新中期経営計画」を編成し、「売上の持続的拡大」と「収益体質の確立」に全社をあげて取

り組んで参りました。その結果、営業力・収益率が向上し２期連続で黒字をあげ財務体質を改善す

ることができました。 

つきましては、株主の皆様のこれでまでのご支援にお応えするため、当期は11期ぶりに復配する

こととし、当期業績内容、今後の業績見込等を総合的に勘案した結果、１株当たりの配当を５円と

させていただくことといたしました。 

なお、期末配当につきましては、平成27年６月開催予定の第88回定時株主総会に付議する予定で

あります。 

以 上 


